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地域生物資源を活かした環境倉J造型農業開発の

ための附属農場生物目録

―― (1)そ の取 り組みと植物デ
ータベースシステムの構築 ――
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Lists of Blo―resources in the Experilnental Farm of Ehillle University

for Development of Low External lnput Sustainable Agriculture by

Using Their Blo― diversities

一一一(1)Concept and Method for Constructing a Database System for Flora―

Takuya MINETA, Kazumasa HIDAKA and Hideto UENO

S u m m a r y

Blo―diversity, especially information of local blo―resourccs, is very important for

devcloping systems of low external input sustainable agriculturc(LEISA). ヽ Ve started

maklllg databases for bio― resources in the Experimental Farnl, Collegc of Agricul

t(lrc, Ehime t〕 Iliversity, H′hcre tt is locatcd in thc middle part of Ehime PreFecture,

アヽollcher specimens of wild specics of spermatophytc and pteridophyte werc collected

in 1998 for elucidating flora of the farm  メ 1ヽl information of these specinlcns was

recordcd by using a database software, Flle Maker Pro(Ver.4.O fOr Maclntosh).

Identified spccimens 、rere kept in ordcr of the Engler code for usc and inspection.

rょ じ め  に

来る21世紀の我が国の農林業においては、生産性の追求のみでなく農林業、ひいてはそれを取り巻

く里山環境の生物多様性 (Blo diversity)に留意していくことが求められている。特に地域特有の自

然環境や生物資源を活用した自律型の永続性ある生産技術 (LEISA:Low Extern』Input Sustainable

Agriculturc)の創造こそが地球環境の保全の見地からも非常に重要となってくる。そのためには、ま

ず地域の自然環境、とりわけ生物資源の多様性を把握し、それらを活用するためのデ
ータベースの作

成が急務である。愛媛大学農学部附属農場では、1995年から農学部研究プロジェクトの柱の1つ とし

て、「附属施設を核とした環境創造型農林業プロジェクト」を附属演習林とともに進めてきた。愛媛

県中予地方の北条市に位置する附属農場は、平坦部に水回、流菜畑、飼料畑を持ち、丘陵部には各種

呆樹園地、放牧地を抱えるなど多様な作付体系を展開している⑤また付随して採草地や樹林地、湿地

帯などもあり、さまざまな環境を形成している。従って、場内には耕地を含めた里山に関わる多様な

生物相の展開が予想され、それらを活かした生産技術を提案することは環境創造型農林業のモデル

ケースとなりうるであろう。しかし、附属演習林では得居ら
413‐M15)によってその植物相 (Flora)
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が、また石原ら
155F81 m ll 121によつて昆虫相が報告されているのに対し、附属農場の生物相に

ついては今まで詳細な調査が行われてこなかった。

そこで今回、附属農場内の動植物相の調査を行い、総合的な生物目録を作成していくこととした。

さらに、開かれた情報とするためにも生物目録を登録 したデータベースを作成し、誰でも容易にその

運用 ・利用を図れるようなシステムを整備していく予定である。

本報告では、生″害、、分布調査の方法を、既に調査 ・研究が進められている植物の場合を例に説明し、

植物目録データベースの概要についても記述する。そして次報以降において、記載された生物相につ

いて目録の掲載を順次重ねていくこととする。なお、本研究調査は、学長裁量プロジェクト 「環境創

造型農業のための地域生物資源 ・生物多様性活用図鑑の作成Jの
一環として行われた。

農 場 の 概 要

当農場は、愛媛県北条市八反地字椋原に位置し、東経132°47'23Ⅲ～132°47'53"の間、約750m、北緯

33°57'24"～33°57'42"の間、約600mにまたがり分布している。面積は約18.8ha、周囲約3.8 kmである。

地形的には高縄山系に接し、地質的には大部分を花こう岩が風化したせき薄なマサ上で占めている。

1996年の年平均気温は14,9℃、年降水量は782mmであった。農場内の区分としては、研究実験棟や温

室、流菜畑、飼料畑等が集まっているA地 区、場内北側の水田部がB地 区、場内西側の柑橋類を中心

とした呆樹園地が広がり平山と呼ばれるC地 区、場内東側の人竹山に展開し放牧地として利用してい

るD地 区とに主に分けられる (第1図)。

B 地 区

A 地 区

第 1図  附 属農場利用図
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号
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番 建 物 名 等

1 研 究 実 験 練 ミ ス ト 温 室 推  肥   舎

2 宿  泊   室 切花生産温室 22 中 小 家 畜 舎

3 機  械  室 3 ら ん 温 室 呆 実 貯 蔵 庫

4 呆 実 加 J l 年 4 高 級 果 菜 温 = 24 水 槽

5 収 納 作 業 室 上填消毒処理室 職 員  危  舎

6 農  機   合 6 ンカーサイロ 沈  砂  池

危険物貯蔵庫 枠 場

8
一
般崇幕温室N o  l ぷ 牛  衡   舎

9 鉢 物 温 室 9
/ 1 t

10
一
般呆集温室No2 20 気 密 サ イ ロ
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植物 目録の作成方法

(11 植物の採集

植物の記録 ・採集は、ますシダ植物
・種子lTL物の維管束fUL物を対象とすることとし、農場内の生烏、、

分布調査を行うとともに、出現在すべてのさく葉標本を作製することにした。調査は1998年から始め、

約 3年 間かけて行う。農場のA～ Dの 各区内を
一
年を通じてくまなく回り、初出した種のなるべく植

物体全体を採集し、さく菜標本 (vouchcr specimen)とした。採集した植物は、新聞紙および吸水紙

に挟み50℃の通風乾燥器内でよく乾燥させたのち、38.5cm×27.Ocmの台紙にラミントンテ
ープで貼り

付けた。標本の種の同定は、原色日本植物図鑑 (保育社 :木本編
・草本編)お よび日本の野生植物 (平

凡社 :全 5巻 )、愛媛県産の植物の種類 (山本四郎 1967)等 を用いて行った。また標本にしない場合

にも、各地区に出現 した種はそれぞれすべて記録した。

(2)標 本の登録及び保存

さく葉標本は
一枚ずつ、厚さ0.03mmのポリエテレン製の透明な袋 (NO.14)をかぶせ、科 (Famlly)

または属 (Genus)ご とにまとめ、市販のバックルボックスに防虫剤と共に収納した。そして利用者

が容易に標本を取 り出しやすいように、アングルを組んだ標本棚に Englerの分類順に整理して並ベ

保存した。

(3)デ ータベースの構築と利用

さく莱標本は、ただ作製しただけで未整理のままでは死蔵化してしまい、その利用価値はまったく

生じない
2)。
誰でもいつでも必要なときに、標本を利用あるいは同定の訂正可能な状態においてはじ

めて、証拠標本として

の価値が生じるもので

ある。従って、作製し

たさく葉標本が利用さ

れやすいようなシステ

ムを構築 ・整備してい

くことが重要である。

そこで さく葉標本を

データベースに登録

し、本J用を図ることと

した。データベースの

構築 ・運用は同山大学

資源生物科学研究所の

システム (RIB)を 参

考 に した
3 ) 。デ _ タ

第 2図  デ ータベース (リレーショナル)の 基本構造

ベースの基本構造は第 2図 に示 した。デ
ータベースの作成は Mac os上 でファイルメーカー社のフ

ァイルメーカー PrOを 用い、各ファイルはパ
ーソナルコンピューター内のハードデイスクに書き込

み、定期的にPDに バックアップを行って保存し、運用に供した。

標本ファイルには標本番号、和名、採集国、採集県、採集地名、農場内採集地区 (A～ D)、 生育

環境、位置 (緯度 ・経度)、標高、採集年月日、採集者、同定者、種子の添付、備考などの欄を設け、

さく葉標本の同定時に入力した。標本ファイルにおけるデ
ータの一部を第 1表 に示した。
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学名フアイルは標本ファイルと和名

入力においてリレ
ーショナルにつなが

′
 り 、学名入力の省力化と正確性を助け

ている。和名および学名は基本的に、

環境庁 自然保護局編 「植物 目録」

(1987)の記載を採用 した。

データベースに登録後、ラベル印刷

用フオ
ームで老ヽ要な情報を第 3図 に示

したような標本ラベルとして印刷し、

さく業標本に貼 り付けた。このデ
ータ

ベース及びさく葉標本は来場して誰で

も利用することが可能である。またそ

の内容の一部は、附属農場公式ホ
ーム

愛媛大学農学部附属農場収蔵標本

Co上ectぃol鞭
麟■ミ品甘肯早苫ゴ
Aghcuttre

No.674           (Ftt Gほ
餌■heaeイネ)

Glyceria aculifttcra Torr.

」apanese Nalne ムツオレク
Sサ

Loc愛 媛県 ,北 条市八反地甲 愛 媛大学附属農場 3号 水

田,水 田 目比me Pref iSHIKOKU)Japan

33.57135N132'47129E i alC 10 m

Date APr.201 1998 Coll.嶺田拓也 ;T Wttcta

Note,     B地 区

Seedt    Det          C49.1

第 3図  標 本ラベル

ページ (http://web.agr.ehime u.ac.jp/farm/universityfarm.html)内 の 「生物多様性図鑑」にカ

ラー写真での公開を予定している。

摘     要

地域特有の自然環境や生物資源を活用した自律型の永続性のある生産技術 (LEISA)の 確立を図る

ために愛媛県中予地方に位置する愛媛大学農学部附属農場内の生物相の調査を行い、生物資源を活用

するための基礎となる生物目録の作成に取り組んだ。まず植物相を記載するために1998年から農場内

に自生する種子植物およびシダ植物の分布調査を実施し、同時に証拠標本としてさく葉標本を作製し

た。種同定後のさく莱標本は、EnJerの 分類順に標本棚に整理
・保存されたのち、デ

ータベースを

通じて誰にでも利用可能とした。
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